
導入促進基本計画 

 

１ 先端設備等の導入の促進の目標 

（１）地域の人口構造、産業構造及び中小企業者の実態等 

 人口については、現在、微増傾向にあるが、近い将来には減少に転じる見込み

となっており、また、地区レベルでの減少や空き家も散見されるなど、少子高齢化

や生産年齢人口の減少といった人口構造の変化は避け難い状況にある。 

産業構造については、2021 年経済センサスによると、就業者が多いのは 「卸売・

小売業」（22.3％）、「医療、福祉」（16.1％）、「運輸業、郵便業」（12.0％）、「製造業」

（10.3％）であり、これら４つの産業で市内就 業者数全体のほぼ６割（60.7％）を

占める。出荷額等において、この５年間、製造業及び卸売業、小売業がそれぞれ減

少しており、製造業では労働生産性が大阪府平均や全国平均を下回り、小売業や 卸

売業では生活スタイルや消費者ニーズの多様化により集客力の維持が課題となっ

ている。また、その他の業種においてもグローバル化や社会経済情勢の変化に対応

するため、新たな事業価値の創出や販路拡大に向けた取組が必要とされているなど、

事業者の活力の維持・向上へ向けた取組の推進が課題となっている。 

こういった状況のもと、中小企業者においては、生産年齢人口の減少等による深

刻な人手不足に直面しており、設備投資による生産性向上が不可欠となっている。 

市民の生活やまちの発展を支える産業の活性化のためには、中小企業者の生産性

向上を力強く後押しする必要がある。 

 

（２）目標 

  市内企業が安定的に事業を継続し、成長を遂げるなど、活力あふれるまちづくり

を推進し、茨木市総合計画における「産業・都市」分野に掲げる将来像の実現を目

指すために、本計画期間中５０社程度の先端設備等の導入を促進する。 

 

（３）労働生産性に関する目標 

  先端設備等導入計画を認定した中小企業者の労働生産性（中小企業等の経営強化 

に関する基本方針に定めるものをいう。）が年率３％以上向上することを目標とす 

る。 

 

２ 先端設備等の種類 

  中小企業者による幅広い取組を促すため、全ての地域、業種及び事業等を対象と

し、中小企業等経営強化法施行規則第７条第１項に定める先端設備等全てとする。 

 

３ 先端設備等の導入の促進の内容に関する事項 

（１）対象地域 

  中小企業者による幅広い取組を促すため、全ての地域を対象とし、対象地域を限

定しない。 



 

（２）対象業種・事業 

  中小企業者による幅広い取組を促すため、全ての業種及び全ての事業を対象とし、

対象業種・事業を限定しない。 

 

４ 計画期間 

（１）導入促進基本計画の計画期間 

  令和７年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 

 

（２）先端設備等導入計画の計画期間 

  ３年間、４年間、５年間とする。 

 

５ 先端設備等の導入の促進に当たって配慮すべき事項 

① 人員削減を目的とした取組としないなど、雇用の安定に配慮すること。 

② 茨木市暴力団排除条例（平成 24 年茨木市条例第 31 号）第２条第２号に規定す

る暴力団員及び同条第３号に規定する暴力団密接関係者に該当しないこと。 

③ 市税を滞納していないこと。 

④ 関係法令等を遵守し、適正な事業運営をしていること。 

 

 


